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「
前
日
」
に
つ
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て
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「あなたがドアを出て行くのを見るのが／最後だとわかっ

ていたら／わたしはあなたを抱きしめて／キスをして／そ

してまたもう一度呼び寄せて／抱きしめただろう」 

（『最後だとわかっていたなら』  

作・ノーマ コーネット・マレック、訳・佐川睦） 

私は、20 年間、阪神・淡路大震災の被災者と語り部活動

を続けてきました（野田村とも交流があります）。最近特に

強く思うようになったことがあります。それは、被災につい

て深く理解するためには、あの日の「後」だけでなく、「前」

について知ることが大切だということです。「前」と「後」

とのギャップこそが、被災ということだからです。中でも、

あの日の「前日」（「前夜」）には、みなさまも特別な気持ち

をお持ちだと思います。つらい感情も湧いてくるかもしれ

ませんが、「前日」は「伝える」ための大切な鍵にもなりえ

ます。今回は、みなさまとともに、あの日の「前日」につい

て考えてみたいと思います。 

プログラム                    

開会挨拶 渥美公秀 大阪大学大学院教授 

18:00    「前日」について考えてみませんか？ 

       講師：矢守 克也（京都大学防災研究所 教授） 

20:00   終了                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
主催：大阪大学未来共生イノベーター博士課程プログラム 
共催：大阪大学人間科学研究科付属 未来共創センター 
後援：チーム北リアス、大阪大学野田村コミュニティ復興研究会 

国立天文台震災復興データセンター 

問い合わせ先 

大阪大学野田村サテライト 
住所：野田村大字野田 22-114-49 

TEL：0194-75-4221 

HP：http://www.respect.osaka-u.ac.jp/satellite-nodamura/ 

講師紹介：矢守 克也（やもり かつや） 

京都大学防災研究所 教授。 

専門は防災心理学。阪神・淡路大震災で実家が被災、 

熊本地震で義母が被災。 

著書に『天地海人－防災・減災えっせい辞典』など。 

参加 
無料 

６月 11 日(日) 
18：00～20：00 

場所: 大阪大学野田村サテライト 


